
実践型サイバーセキュリティ研修

研修内容

前提知識/望ましいスキルなど

・特にありません

受講対象者

・CISO・経営層・管理職
・CSIRT対象者
・セキュリティ推進部門など

研修のゴール

・組織の情報セキュリティ推進における経営層/管理職の役割・責務を理解できる
・セキュリティの対策の考え方を理解し、組織のセキュリティ課題の解決をリードできる

開催要項

・コース名： 経営層/管理職向け研修

・開催日数：３時間 ※開催時間はご要望に応じます。

・実施方法：Web会議形式 or オンサイト（集合研修）

・研修形式：座学＋ワークショップ

・研修費用：400,000円(税抜)／ 10名まで（最小催行人数：4名）

お問い合わせ・お申込み

・ストーンビートセキュリティ株式会社
・TEL 050-6877-5988 メール：training@stonebeat.co.jp
・https://www.stonebeat.co.jp#training

当社の定期開催は1名様からお申込みいただけます。定期開催の実施スケジュールは、

弊社営業へお問い合わせください。また、個別開催も可能です。随時お問い合わせ下さい。

組織における情報セキュリティの推進において、経営層や管理職のリーダーシップは不可欠です。

経済産業省の「サイバーセキュリティ経営ガイドライン」で、経営者が認識すべき3原則が掲げられ、
経営層はサイバーセキュリティリスクを認識し、リーダーシップをとって対策を推進するが重要です。

情報セキュリティの基本的な考え方や経営層・管理職の位置付毛を学習し、ワークショップなどを通し
て、情報セキュリティの推進における経営層・管理職の役割を理解することができるコースです。

経営層向け/管理職向け研修
～ 情報セキュリティにおける経営層/管理職の役割・責務を理解【3時間】

• 情報セキュリティの基礎的な考え方

• 情報セキュリティ推進における経営層の位置付

• 経営層/管理職の役割（期待されること）

• 経営層/管理職が取り組むべき重要項目

・体制整備

・資源（予算、人材等）の確保

・リスクに対応するための仕組みの構築

・緊急対応体制の整備

• ワークショップ（セキュリティ課題、インシデント対応等）

組織の責任者が認識すべき3原則
（サイバーセキュリティ経営ガイドラインVer2.0）

1. 組織活動へ影響を与えるセキュリティリスクを認識し、
経営者が先頭に立ってセキュリティを推進すべし

2. 自組織だけでなく、系列組織、関連組織、委託先を
含めたセキュリティ対策を徹底せよ

3. 平時おとび緊急時のいずれにおいても、関係者との
適切なコミュニケーション（情報開示など）を構築せよ
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